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甦るナチスの 思想と行動に危機感
水島 朝穂

世界のトランプ化に抗う

数十万のドイツ民衆が
右傾化阻止に立ち上がる

ドイツ・ベルリン中心部 （編集部作成）

N

シュプレー川

戦勝記念塔

ブランデンブルク門

CDU連邦本部

アレクサンダー広場

チェックポイント・チャーリー

連邦議会議事堂

虐殺されたヨーロッパの
ユダヤ人のための記念碑

共和国広場

２
月
２
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
事

堂
前
の
共
和
国
広
場
を
中
心
に
、
20

万
（
警
察
発
表
で
16
万
）
人
が
集
ま

り
、
統
一
ド
イ
ツ
の
象
徴
で
も
あ
る

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門
前
を
「
極
右

反
対
」の
デ
モ
行
進
し
た
。
そ
の
後
、

各
都
市
で
も
抗
議
の
波
は
さ
ら
に
増

え
て
い
る
。
ド
イ
ツ
民
衆
は
何
に
怒

っ
て
い
る
の
か
？　

ド
イ
ツ
在
外
研

言げ
ん

を
俟ま

た
ず
、
欧
州
を
含
め
て
世
界

各
国
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
猛
火
が
吹

き
荒
れ
て
い
る
。「
ド
イ
ツ
の
た
め

の
選
択
肢
」（
Ａ
ｆ
Ｄ
）と
い
う
名
の

極
右
政
党
が
躍
進
を
続
け
、
州
議
会

で
は
第
一
党
に
な
る
と
こ
ろ
も
出
て

い
る
。

　

大
規
模
デ
モ
の
直
接
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
１
月
29
日
、
最
大

野
党
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同

盟（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
が
、
首
相

候
補
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
メ
ル
ツ
党

首
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ（
主
導
）
の

も
と
、
移
民
政
策
の
厳
格
化
を
求
め

る
動
議
を
提
出
し
、
こ
れ
が
Ａ
ｆ
Ｄ

の
賛
成
を
得
て
僅
差
で
可
決
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク（
ク

リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
車
突
入

殺
傷
事
件
）や
ア
シ
ャ
ッ
フ
ェ
ン
ブ

ル
ク（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
青
年
に

よ
る
幼
児
・
男
性
殺
害
）な
ど
の
凶

悪
事
件
を
受
け
、
世
論
は
移
民
・
難

民
規
制
の
厳
格
化
支
持
に
傾
い
て
い

た
。
各
種
世
論
調
査
を
見
て
も
、
移

民
・
難
民
問
題
が
最
重
要
の
問
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
回
答
者
の

約
40
％
に
達
し
て
い
る
。

　

メ
ル
ツ
は
、国
境
管
理
の
恒
久
化
、

不
法
入
国
の
例
外
な
し
の
拒
否
、
強

制
送
還
の
強
化
な
ど
５
点
に
わ
た
る

移
民
・
難
民
政
策
を
打
ち
出
し
、
総

究
の
経
験
を
持
つ
水
島
朝
穂
・
早
稲

田
大
学
名
誉
教
授
が
読
み
解
く
。

　

今
回
の
大
規
模
な
デ
モ
は
な
ぜ
起

き
た
の
か
？　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、

「
わ
れ
わ
れ
が
防
火
壁（
フ
ァ
イ
ア

ウ
ォ
ー
ル
）
だ
」（W

ir sind die 
Brandm

auer

）が
目
立
っ
た
。

　

い
ま
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
現
象
は

選
挙
を
前
に
世
論
の
支
持
を
得
よ
う

と
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
Ａ
ｆ
Ｄ
と

連
携
し
た
形
で
実
現
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
身
内
か
ら
も
批
判
が
出
た
。

ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
前
首
相
は
、

移
民
政
策
に
関
し
て
メ
ル
ツ
党
首
が

取
っ
た
方
針
に
公
然
と
反
対
し
、「
た

と
え
困
難
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
Ａ

ｆ
Ｄ
と
多
数
派
を
形
成
す
べ
き
で
は

な
い
」
と
批
判
し
た
。

　

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
31
日
の
連

邦
議
会
で
は
、
メ
ル
ツ
が
Ａ
ｆ
Ｄ
の

支
持
を
得
て
通
過
さ
せ
よ
う
と
し
た

移
民
・
難
民
規
制
厳
格
化
法
案
が
、

身
内
か
ら
反
対
２
、
棄
権
５
、
欠
席

12
と
い
う
反
発
も
生
ま
れ
、
今
度
は

僅
差
で
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

各
種
世
論
調
査
で
も
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／

Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
支
持
率
は
30
％
、
Ａ
ｆ
Ｄ

は
20
％
強
と
い
う
な
か
で
、「
あ
り

得
な
い
連
携
」
が
「
悪
夢
の
連
立
」

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

危
機
感
が
国
民
の
な
か
に
広
ま
っ
て

い
た
。
２
月
２
日
の
大
規
模
デ
モ
に

は
そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
こ
そ
が
人
民
だ

　

１
９
８
９
年
11
月
４
日
、
ベ
ル
リ

ン
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
門
の
東
側
、

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
広
場
を
中
心
に
50

万
人
以
上
の
東
ド
イ
ツ
市
民
が
集
ま

上右／ 2月2日、ドイツ・ベルリンの連邦議会議事堂前で、移民規制の強化を政府に求める動議を可決したことに
抗議する人たち。（提供／ロイター・アフロ）　上左／ 2月8日、ドイツ・ミュンヘンのテレージエンヴィーゼ公園に集
まり、極右勢力に抗議する人たち。（提供／ロイター・アフロ）
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N

シュプレー川
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CDU連邦本部

アレクサンダー広場

チェックポイント・チャーリー

連邦議会議事堂

虐殺されたヨーロッパの
ユダヤ人のための記念碑

共和国広場

り
、「
わ
れ
わ
れ
こ
そ
が
人
民
だ
」

（W
ir sind das V

olk

）と
叫
ん
で

デ
モ
を
行
な
っ
た
。
そ
の
５
日
後
、

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」は
実
質
的
に
崩
壊

し
た
。

　

私
は
ド
イ
ツ
統
一
直
後
、
広
場
前

の
カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
通
り

９
番
地
に
半
年
あ
ま
り
住
ん
で
、
統

一
後
の
旧
東
ド
イ
ツ
の
状
況
を
取
材

し
た
。
そ
こ
か
ら
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
門
を
経
て
戦
勝
記
念
塔
ま
で
の
４

キ
ロ
ほ
ど
の
大
通
り
は
、
連
邦
議
会

や
政
府
機
関
の
建
物
が
多
く
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
あ
る
ご
と
に
大
き
な
デ

モ
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
。

　

興
味
深
い
の
は
、
今
回
の
２
月
２

日
の
デ
モ
の
狙
い
が
、
次
期
首
相
の

最
有
力
候
補
で
あ
る
メ
ル
ツ
が
極
右

と
の
連
携
・
連
立
に
傾
く
こ
と
を
阻

止
す
る
と
い
う
意
味
合
い
を
も
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　

デ
モ
の
最
終
目
的
地
は
、
メ
ル
ツ

党
首
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
連
邦
本
部
に
設
定
さ

れ
て
い
た
。同
様
の
デ
モ
は
こ
の
日
、

国
内
主
要
都
市
で
も
行
な
わ
れ
、
北

部
の
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
市
で
は
、
デ
モ

隊
が
Ｃ
Ｄ
Ｕ
地
区
事
務
所
を
占
拠
す

る
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

政
府
や
与
党
で
は
な
く
、
野
党
に
対

し
て
デ
モ
を
仕
掛
け
る
と
い
う
の

は
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
上
で
も
大
変
珍

し
い
現
象
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

政
治
学
者
の
フ
ロ
ー
リ
ア
ン
・
マ

イ
ネ
ル『
中
道
の
終
焉
』（https://

verfassungsblog.de/

）
に
よ
れ

ば
、「
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
が
、
Ａ
ｆ
Ｄ

を
含
む
多
数
派
形
成
の
試
み
に
一
度

成
功
し
、
一
度
失
敗
し
た
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
議
会
制
民
主

主
義
を
根
本
的
に
変
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
…
建
国
以
来
の
中
道

の
政
治
的
空
間
が
破
壊
さ
れ
た
。
…

ド
イ
ツ
は
、
極
右
の
立
場
が
常
態
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
衰

退
の
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
る
」
と

述
べ
て
い
る
。 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
32
万
人

　

ベ
ル
リ
ン
の
デ
モ
か
ら
６
日
後
の

２
月
８
日
、
再
び
ド
イ
ツ
各
地
で
デ

モ
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
日
は
特

に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
大
規
模
な
デ
モ
が

行
な
わ
れ
た
。
毎
年
10
月
に
ビ
ー
ル

祭（
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
）
が

開
催
さ
れ
る
市
中
心
部
の
広
大
な
テ

レ
ー
ジ
エ
ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
公
園
に
、
予

想
を
大
幅
に
超
え
る
32
万（
警
察
発

表
25
万
）人
が
集
ま
り
、「
こ
こ
数
十

年
で
最
大
規
模
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
民
主
主
義
は
あ
な
た
を
必
要
と
し

て
い
る
！
」
が
合
言
葉
。
デ
モ
参
加

者
の
手
作
り
の
ポ
ス
タ
ー
は
多
彩

右上／2月9日、キリスト教民主同盟（CDU）
の連邦本部前に集まるデモ参加者。メルツ
党首の肖像の前で、「NO」と書かれた旗が
掲げられた。（提供／AFP・アフロ）
右下／2月８日、ミュンヘンの反極右集会で
は「民主主義はチームスポーツ」と書かれた
プラカードを掲げる人の姿もあった。（提供／
ロイター・アフロ）
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移民の「強制送還」論じる秘密会合が露見 世界のトランプ化に抗う

で
、『
南
ド
イ
ツ
新
聞
』デ
ジ
タ
ル
版

は
一
枚
一
枚
そ
れ
を
収
録
し
て
解
説

し
て
い
た
。
例
え
ば
、「
私
た
ち
の
歴

史
書
に
は
、
繰
り
返
し
の
余
地
は
な

い
」「
政
治
家
に
は
模
範
と
な
る
役

割
が
あ
る
。
約
束
を
破
る
こ
と
は
そ

の
ひ
と
つ
で
は
な
い
」等
々
。

「
３
月
の
メ
ル
ツ
は
な
い
」
と
、
メ

ル
ツ（M

erz

）党
首
の
名
前
を
３
月

（
メ
ル
ツ
・M

ärz

）に
か
け
た
も
の

も
あ
っ
た
。
目
立
っ
た
の
は
、「
民
主

主
義
は
自
明
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
た
め
に
た
た
か
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
、
民
主
主
義
へ
の
危
機
意
識
が
よ

り
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ａ
ｆ
Ｄ
と
の

連
携
に
対
す
る
抗
議
が
こ
こ
ま
で
大

き
く
広
が
っ
た
背
景
に
は
、
一
つ
の

言
葉
が
あ
る
。「
再
移
民
」（Rem

igr
ation

）。
２
０
２
３
年
度
の
「
粗
悪

語
」（U

nw
ort

）大
賞（
日
本
の
「
流

行
語
大
賞
」
の
逆
！
）に
選
ば
れ
た
。

Em
igration

は
「
移
民
」
を
意
味

し
、「
移
住
」
に
は Im

m
igration 

と
い
う
語
が
あ
る
。Rem

igration

は
「
再
移
民
」
と
訳
せ
る
が
、
意
味

的
に
は
「
強
制
送
還
」（Zw

angsde
portation

）に
近
い
。

　

23
年
11
月
25
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
市
近

郊
の
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
ア
ド
ロ

々
の
移
動
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
最

大
２
０
０
万
人
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
と
い
う
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
実
際
の
基
準
や

手
順
も
議
論
さ
れ
た
。
有
力
メ
ン
バ

ー
の
一
人
は
、
こ
の
大
量
国
外
追
放

計
画
の
詳
細
を
調
整
す
る
た
め
の
専

門
家
委
員
会
の
選
出
を
提
案
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
専
門
家
は
、
人
種
的

動
機
に
基
づ
く
人
々
の
強
制
移
住
が

合
法
的
な
移
民
政
策
を
装
う
よ
う

に
、マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が「
倫
理
的
、

合
法
的
、
そ
し
て
効
率
的
に
」
実
行

さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
。
委
員
の

候
補
者
に
は
、
公
安
機
関
の
連
邦
憲

法
擁
護
庁
の
元
長
官
ハ
ン
ス
・
ゲ
オ

ル
ク
・
マ
ー
セ
ン
も
挙
げ
ら
れ
て
い

た
。ヴ

ァ
ン
ゼ
ー
の
悪
夢
再
び

　

実
は
、
会
場
の
ア
ド
ロ
ン
か
ら
東

に
わ
ず
か
８
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
、
ナ

ン
で
、「
再
移
民
」
を
議
題
と
し
た
秘

密
の
会
合
が
も
た
れ
た
。
調
査
報
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
コ
レ
ク
テ
ィ
ー
フ
」

（Correctiv

）
が
24
年
１
月
15
日

に
、
そ
こ
で
の
「
秘
密
計
画
」
を
ス

ク
ー
プ
し
た
。
記
者
を
偽
名
で
潜
入

さ
せ
、
参
加
者
な
ど
を
隠
し
撮
り
し

た
渾こ

ん

身し
ん

の
調
査
報
道
で
あ
る
。

　

参
加
者
は
30
人
前
後
。
う
ち
24
人

は
極
右
政
党
Ａ
ｆ
Ｄ
の
党
首
秘
書
や

議
員
た
ち
、
ネ
オ
ナ
チ
運
動
の
メ
ン

バ
ー
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
の
２
人
の
議
員
も
含

ま
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
保
守
団
体

「
価
値
観
同
盟
」（W

erte U
nion

）

の
一
員
で
、
有
力
な
資
産
家
が
バ
ッ

ク
に
い
て
財
政
支
援
も
し
て
い
る
。

　

こ
の
秘
密
会
合
で
は
、
ド
イ
ツ
国

籍
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
現
在
ド
イ

ツ
に
住
ん
で
い
る
数
百
万
人
の
強
制

国
外
追
放
計
画
が
検
討
さ
れ
た
。
そ

の
基
本
計
画
に
は
、
北
ア
フ
リ
カ
の

い
わ
ゆ
る「
モ
デ
ル
国
家
」へ
の「
人

チ
ス
の
「
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
会
議
」
の
現

場
が
あ
る（
直
言
「
ド
イ
ツ
憲
法
史

に
お
け
る
『
つ
ま
ず
き
の
石
』
と
ヴ

ァ
ン
ゼ
ー
会
議
」https://w

w
w

.as
aho.com

/jpn/bkno/ 2023/ 0717.
htm

l

参
照
）。
１
９
４
２
年
１
月
20

日
、
風
光
明め

い

媚び

な
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
湖
畔

の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
、
ナ
チ
親
衛
隊

の
ア
ド
ル
フ
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
、
欧
州
ユ
ダ
ヤ

人
１
１
０
０
万
人
を
抹
殺
す
る
た
め

の
大
量
輸
送
計
画
を
決
め
た
。
ポ
ツ

ダ
ム
で
の
Ａ
ｆ
Ｄ
の
秘
密
会
合
が

「
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
２
・
０
」
と
評
さ
れ

る
所ゆ

え
ん以
で
あ
る
。

　

こ
の
ス
ク
ー
プ
が
出
る
や
、
昨
年

１
月
19
日
か
ら
21
日
の
日
曜
日
に
か

け
て
、
ド
イ
ツ
各
地
で
１
４
０
万
人

を
超
え
る
デ
モ
が
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
秘
密
会
合
が
開
か
れ
た
人
口

18
万
の
ポ
ツ
ダ
ム
市
で
も
、
１
万
人

が
参
加
す
る
デ
モ
が
あ
り
、
そ
こ
に

上／ ドイツ・ベルリン中心部の歩道に埋め
込まれた「つまずきの石」。（提供／アフロ）
下／筆者が住んでいた住宅の隣家前にあっ
た「つまずきの石」。サラ・アウアーバッハの
名が刻まれている。（撮影／水島朝穂）
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移民の「強制送還」論じる秘密会合が露見 世界のトランプ化に抗う

自
宅
を
持
つ
オ
ラ
フ
・
シ
ョ
ル
ツ
首

相
と
ア
ン
ナ
レ
ー
ナ
・
ベ
ア
ボ
ッ
ク

外
相
も
、
住
民
の
一
人
と
し
て
私
服

で
参
加
し
て
い
た（
直
言「『
市
民
感

覚
の
大
規
模
デ
モ
』―
極
右
の『
再

移
民
』
計
画
に
抗
し
て
」https://

w
w

w
.asah

o.com
/jp

n
/

bkno/ 2024/ 0129.htm
l

参
照
）。

　

西
部
の
ラ
イ
ン
川
流
域
、
ケ
ル
ン

近
郊
に
住
む
私
の
友
人
夫
妻
も
地
元

の
デ
モ
に
参
加
し
た
が
、
身
動
き
が

と
れ
な
い
く
ら
い
の
人
で
町
の
中
心

部
が
あ
ふ
れ
て
い
た
と
メ
ー
ル
で
伝

え
て
く
れ
た
。
彼
ら
の
よ
う
な
政
治

集
会
や
デ
モ
と
は
無
縁
だ
っ
た
人
々

が
街
頭
に
出
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
の

危
機
感
が
「
ふ
つ
う
の
人
々
」
を
動

か
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

起
き
た
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
地
味
な
試
み
と
し
て
、

ド
イ
ツ
の
各
地
に
は
「
つ
ま
ず
き
の

石
」（Stolperstein

）
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
ド
イ
ツ
在
外
研
究
中
、
私

が
住
ん
で
い
た
住
宅
の
隣
家
の
前
に

も
そ
れ
は
あ
っ
た
。

　

歩
道
の
落
ち
葉
の
間
か
ら
光
る
も

の
が
見
え
た
の
で
、
立
ち
止
ま
っ
て

よ
く
見
る
と
、「
こ
こ
に
、
サ
ラ
・
ア

ウ
ア
ー
バ
ッ
ハ（
１
８
７
１
年
生
ま

れ
）が
住
ん
で
い
た
。
１
９
４
２
年

に
テ
レ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
強
制

　

政
権
が
ど
の
よ
う
な
「
連
立
方
程

式
」
に
な
る
の
か
は
見
通
せ
な
い
。

目
下
の
と
こ
ろ
メ
ル
ツ
党
首
は
Ａ
ｆ

Ｄ
と
の
「
黒
・
青
連
立
政
権
」
に
は

否
定
的
だ
が
、
移
民
・
難
民
政
策
の

厳
格
化
な
ど
、
一
致
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
始
め
て
、
実
質
的
な
連
携（
閣

外
協
力
な
ど
）が
生
ま
れ
る
こ
と
を

市
民
は
危
惧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

１
月
20
日
に
発
足
し
た
「
ト
ラ
ン

プ
２
・
０
」
は
、
初
日
か
ら
多
数
の

大
統
領
令
を
連
発
し
て
、
ま
さ
に
人

権
や
環
境
保
護
、「
法
の
支
配
」、
少

数
者
保
護
等
々
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
や

枠
組
み
に
つ
い
て「
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
」

を
行
な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
の
よ

う
に
、
ル
ー
ル
も
配
慮
も
知
ら
ず
、

自
分
の
好
き
な
よ
う
に
行
動
す
る

「
権
威
主
義
的
い
じ
め
っ
子
」（auto

ritärer Bully

）の
政
権
で
中
心
閣

僚
と
な
っ
た
の
が
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス

ク
で
あ
る
。

　

就
任
式
後
の
ト
ラ
ン
プ
支
持
派
の

大
集
会
に
喜
び
勇
ん
で
登
場
し
た
マ

ス
ク
は
、
大
声
を
発
し
な
が
ら
、
右

腕
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
、
ロ
ー
マ
式

敬
礼（Saluto Rom

ano
）
＝
ド
イ

ツ
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
ヒ
ト
ラ
ー

式
敬
礼
＝
を
行
な
っ
た
の
に
は
驚
か

さ
れ
た
。
マ
ス
ク
の
危
う
さ
は
こ
れ

に
と
ど
ま
ら
な
い
。

収
容
所
に
送
ら
れ
、
43
年
１
月
16
日

に
死
亡
し
た
」
と
あ
る
。

「
つ
ま
ず
き
の
石
」の
問
い

　

こ
れ
が
「
つ
ま
ず
き
の
石
」
で
あ

る
。「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
」
犠
牲
者
の
住

居
近
く
の
歩
道
に
、
96
ミ
リ
四
方
の

金
属
製
プ
レ
ー
ト
を
埋
め
込
む
運
動

で
、
１
９
９
２
年
に
一
人
の
芸
術
家

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
。

「
つ
ま
ず
き
の
石
」
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
な
、「
ナ
チ
的
な
る
も
の
」
の
復

活
を
許
さ
な
い
と
い
う
ド
イ
ツ
人
の

「
コ
モ
ン
セ
ン
ス
」（
良
識
）
を
、
メ

ル
ツ
党
首
は
大
き
く
傷
つ
け
た
。
限

り
な
く
ナ
チ
的
な
指
導
者
ビ
ョ
ン
・

ヘ
ッ
ケ
を
州
首
相
候
補
と
し
た
Ａ
ｆ

Ｄ
が
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
議
会
で
第

一
党
と
な
り
、
議
席
の
３
分
の
１
を

占
め
た
。
２
月
23
日
の
総
選
挙
で
も

勝
利
し
て
、
Ａ
ｆ
Ｄ
が
国
政
に
お
い

て
第
二
党
と
な
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実

視
さ
れ
て
い
る
。

極
右
と
ト
ラ
ン
プ
の
連
携

　

さ
ら
に
就
任
式
５
日
後
の
１
月
25

日
、
彼
は
ド
イ
ツ
東
部
の
ハ
レ
で
開

か
れ
た
Ａ
ｆ
Ｄ
選
挙
集
会
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
４
５
０
０
人
の
Ａ

ｆ
Ｄ
支
持
者
は
熱
狂
し
た
。
マ
ス
ク

は
「（
ド
イ
ツ
人
は
第
二
次
世
界
大

戦
の
）歴
史
的
な
罪
に
こ
だ
わ
り
す

ぎ
だ
。
子
ど
も
た
ち
は
、
親
や
祖
父

母
の
罪
を
自
分
た
ち
の
罪
と
し
て
背

負
う
べ
き
で
な
い
。
過
去
を
乗
り
越

え
て
未
来
に
向
か
う
べ
き
だ
」
と
か

「
ド
イ
ツ
の
文
化
や
伝
統
価
値
は
素

晴
ら
し
い
。
誇
り
に
思
う
べ
き
だ
。

多
文
化
主
義
に
希
釈
さ
れ
て
い
る
現

状
か
ら
脱
し
た
方
が
良
い
」「
ド
イ

ツ
の
文
化
を
重
視
す
る
Ａ
ｆ
Ｄ
は
素

晴
ら
し
い
」
な
ど
と
最
大
級
の
賛
辞

を
送
っ
た
。

　

こ
の
演
説
を
受
け
、
Ａ
ｆ
Ｄ
首
相

候
補
の
ア
リ
ス
・
ヴ
ァ
イ
デ
ル
党
首

は
興
奮
気
味
に「M

ake Germ
any 

Great A
gain

」（
ド
イ
ツ
を
再
び
偉

大
に
し
よ
う
）と
叫
ん
だ
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
ト
ラ
ン
プ
の
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ

（M
ake A

m
erica Great A

gain

）

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
真ま

似ね

た
も
の
で
あ

る
。『
南
ド
イ
ツ
新
聞
』（
１
月
29
日

付
）に
よ
れ
は
、ヴ
ァ
イ
デ
ル
は「
わ

米資産家のイーロン・マスク氏は１月20日、ワ
シントンで開かれたトランプ大統領の就任イベ
ントで、右手を左胸に当ててから右斜め上に真
っすぐ伸ばした。（提供／AFP・アフロ）
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民族「浄化」のイスラエル支持 歴史の皮肉

れ
わ
れ
は
黒
と
青
の
同
盟
、
す
な
わ

ち
Ｃ
Ｄ
Ｕ
／
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ａ
ｆ
Ｄ
の
連

立
政
権
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
」
と

語
っ
た
と
い
う
。

　

な
お
、
マ
ス
ク
は
ヴ
ァ
イ
デ
ル
と

オ
ン
ラ
イ
ン（X

-Space
）で
対
談
し

て
、
税
制
や
教
育
、
さ
ら
に
は
ヒ
ト

ラ
ー
の
評
価
に
つ
い
て
ま
で
意
気
投

合
し
て
い
る（
Ｚ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
１
月

10
日
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
参
照
）。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
有
力
閣
僚
の
一
人

が
、
ド
イ
ツ
の
総
選
挙
中
に
特
定
政

党
に
肩
入
れ
す
る
と
い
う
の
は
明
ら

か
に
選
挙
介
入
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ

政
権
誕
生
の
勢
い
は
、
ド
イ
ツ
の
政

界
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

て
い
る
。

ナ
ク
バ
と
テ
ィ
フ
ー
ル

　

ト
ラ
ン
プ
は
２
月
４
日
、
訪
米
中

の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
と
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

で
会
談
し
た
。
記
者
会
見
で
ト
ラ
ン

プ
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
を

ア
メ
リ
カ
が
「
所
有
す
る
」
と
発
言

し
、
ガ
ザ
を
更
地
に
し
て
再
開
発
し

て
「
中
東
の
リ
ビ
エ
ラ
」
に
す
る
と

語
っ
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
人
は
ガ
ザ
の

域
外
に
移
住
さ
せ
、
移
住
先
と
し
て

エ
ジ
プ
ト
と
ヨ
ル
ダ
ン
と
い
う
国
名

ま
で
具
体
的
に
挙
げ
た
。
ネ
タ
ニ
ヤ

れ
、
そ
れ
を
支
持
す
る
一
連
の
国
連

諸
決
議
や
米
政
府
の
立
場
に
ト
ラ
ン

プ
発
言
は
反
し
て
い
る
ば
か
り
で
は

な
い
。
米
国
も
イ
ス
ラ
エ
ル
も
批
准

し
て
い
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
は
住
民

の
強
制
移
住
を
禁
止
し
て
い
る
。

　

ガ
ザ
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
追
放

し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
入
植
地
と
す

る
な
ら
ば
「
第
二
の
ナ
ク
バ（
大
惨

事
）」
で
あ
り
、「
テ
ィ
フ
ー
ル
」
の

発
展
形
態
で
あ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
政
府
は
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
へ

の
負
い
目
か
ら
、イ
ス
ラ
エ
ル
の「
存

立
権
」は
ド
イ
ツ
の「
国
家
理
性（
国

是
）」
と
ま
で
言
い
切
り
、イ
ス
ラ
エ

ル
支
持
を
貫
い
た（
直
言「
イ
ス
ラ
エ

ル
批
判
は『
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
』な
の
か

―
ド
イ
ツ
政
府
の
異
様
な
イ
ス
ラ
エ

ル
擁
護
の
背
景
」https://w

w
w

.as
aho.com

/jpn/bkno/ 2023/ 1120.
htm

l

参
照
）。
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

実
際
の
死
者
数
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
に
よ
れ

ば
７
万
人
を
超
え
る
。
国
際
社
会
の

批
判
を
も
の
と
も
し
な
い
イ
ス
ラ
エ

ル
は
真
正
の「
な
ら
ず
者
国
家
」（Ro

gue State

）で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　

い
ま
、「
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
」
は
そ

れ
を
よ
り
強
力
に
支
え
、
徹
底
支
援

す
る
こ
と
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
強

制
移
住
ま
で
主
張
す
る
に
至
っ
た
。

ド
イ
ツ
は
そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
を
ど
こ

フ
は
笑
顔
を
隠
さ
ず
、「
注
目
に
値

す
る
ア
イ
デ
ア
」
だ
と
評
価
し
て
、

ト
ラ
ン
プ
を
「
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で

イ
ス
ラ
エ
ル
が
こ
れ
ま
で
に
持
っ
た

最
大
の
友
人
」
と
絶
賛
し
た
。

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
テ
ィ
フ
ー
ル
」

は
「
浄
化
」
を
意
味
す
る
。
１
９
４

８
年
５
月
14
日
に
ユ
ダ
ヤ
国
家
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
建
国
を
宣
言
し
て
以

降
、
こ
の
言
葉
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

農
村
部
や
都
市
部
を
破
壊
す
る
た
め

に
出
発
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
兵
を
送
り

出
す
際
な
ど
に
頻
繁
に
使
わ
れ
た
と

い
う（
イ
ラ
ン
・
パ
ペ
＝
田
浪
亜
央

江
・
早
尾
貴
紀
訳
『
パ
レ
ス
チ
ナ
の

民
族
浄
化
―
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
の
暴

力
』
法
政
大
学
出
版
局
、
２
０
１
７

年
、２
０
４
頁
）。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
建
国
そ
の
も
の
が

長
期
に
わ
た
る
巨
大
な
暴
力
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
と
の
平
和
共
存
の
道
が
探
ら

ま
で
も
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
こ
の
間
の
大
規
模
な
市
民
デ
モ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
な
か
に
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
ね
じ
れ
が
見
ら
れ
る
。

三
つ
の「
１
月
20
日
」

　

Ａ
ｆ
Ｄ
と
い
う
極
右
勢
力
が
伸
長

し
、「
再
移
民
」
と
い
う
名
の
強
制
送

還
が
議
論
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き

た
。「
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
」
に
支
え
ら

れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
が
、か
つ
て
の「
ヴ

ァ
ン
ゼ
ー
会
議
」
の
開
催
者
の
よ
う

な
立
場
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
歴
史

の
皮
肉
に
愕が

く

然ぜ
ん

と
す
る
。
ト
ラ
ン
プ

の
大
統
領
就
任
式
は
２
０
１
７
年

も
、
25
年
も
１
月
20
日
だ
っ
た
。
ド

イ
ツ
人
に
と
っ
て
「
１
月
20
日
」
と

い
え
ば「
ヴ
ァ
ン
ゼ
ー
会
議
」の
日
。

ア
マ
ゾ
ン
の
プ
ラ
イ
ム
ビ
デ
オ
で
、

映
画
『
ヒ
ト
ラ
ー
の
た
め
の
虐
殺
会

議
』（
23
年
公
開
）
を
何
度
も
視
聴

し
、人
は
ど
こ
で
、ど
の
よ
う
に「
つ

ま
ず
く
の
か
」
を
思
い
知
る
こ
と
が

必
要
だ
と
確
信
し
た
。

 

（
敬
称
略
）

み
ず
し
ま　

あ
さ
ほ
・
１
９
５
３
年
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
名
誉
教
授
（
憲
法
学
・
平
和
論
）。
著

書
に『
憲
法
の
動
態
的
探
究
―「
規
範
」の
実
証
』

（
日
本
評
論
社
）
な
ど
多
数
。
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
「
平

和
憲
法
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」http://w

w
w

.asaho.
com

/jpn/　
を
97
年
か
ら
28
年
間
休
ま
ず
更
新

し
て
い
る
。

筆者の後ろに立つ建物で、かつて「ヴァンゼー
会議」が開かれた。（提供／水島朝穂）
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